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◇綱育内容

4．学生による国際交流＊1

錦織　宏＊2

1．はじめに

　21世紀のグローバル化の潮流を受け，国境を

超えた交流が増えつつある今日は，まさに“lt’s

asmall　world．”の時代である．医学界も例外で

はなく，国際交流の機会は年々増えてきており，

医療者が国際的な視野を持つことの重要性はかつ

てないほどに高まりつつある1）．そのような状況

は医学教育にも一定の影響を与えてきており，そ

の一つに，医学生が海外で臨床実習2’　3）や研究活

動4）を行う機会が増えてきている現状がある．本

稿では国際的にも増えつつある医学生の国際交流

の現状と課題について，特に卒前教育における臨

床教育の内容を中心に述べる．

2．日本における医学生の国際交流の

　　状況

　教育現場にいると，海外での臨床実習に参加し

たという学生や短期研究留学に行ってきたという

医学生を散見するが，2010年2月現在，日本の

医学生の国際交流に関する全国規模のデータは存

在しない．ただ，所属する大学が提携している海

外の大学に留学したり，教員の個人的なつながり

を通して海外に渡航したりしている学生は一定数

いる5’6）．また，医学生が海外での臨床教育を受

けることのできる，大学と独立した国際交流プロ

グラムもいくつか存在する．医学教育振興財団は

過去20年にわたって4週間の英国における臨床

実習プログラムを運営してきた7）．米国財団法人

野口医学研究所はトーマスジェファーソン大学や
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ハワイ大学において，1週間のPBLワークショッ

プを企画している8）．また，医学生が主体となっ

て運営している国際交流の組織の一つに，国際医

学生連盟（lnternational　Federation　of　Medical

Students’Associations；以下IFMSA）がある9）．

100ヶ国，200万人を超える医学生を代表する組

織であるIFMSAには日本支部も存在するが，こ

の組織の活動の一つが交換留学であり，海外での

基礎医学研究や臨床実習の機会を提供する仲介を

行うとともに，海外からの医学生の受け入れの窓

口業務を行っている．

　また近年，日本で臨床実習を行う海外の医学生

を見かける機会もある7’10）．欧州医学教育学会の

医学生の国際交流に関するセッションでは，日本

で臨床実習を行う際には言葉の壁が大きいという

議論もあるが11），実際の現場では英語の堪能な日

本の医学生や教員が海外からの医学生に対応して

いることが多いlo）．

3．海外での医学生の国際交流の状況

　米国における国外臨床実習の歴史は数十年にも

及び，その学生の割合は，1978年には全体のわ

ずか5．9％だったものが，2004年には22．3％にま

で増加している12）．また英国では70～90％の医

学生が一定期間，国外で臨床実習を行っている2）．

一般的に欧米諸国における国外での臨床実習で

は，その渡航先が発展途上国であることが多く2），

この点は，主に欧米へ渡航を希望する日本の医学

生と大きく異なる5’　6）．看護教育の分野では，先

進国よりも発展途上国に渡航した方が，国際的な

視点の獲得といった長期的なインパクトの観点か

らはより教育効果があったとする報告もある13）．

また，発展途上国の医学生が欧米などの先進国で

臨床実習を受ける場合は，それが頭脳流出の引き
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金になるという議論もある3）．

4．国際交流のカリキュラムの企画・

　　運営

　医学生の国際交流のカリキュラムに関して，そ

の学習アウトカムやあるべき教育環境・評価法な

どについては，あまりまだ明確になっていない1）．

学習アウトカムに関して，日本人および英国人医

学生を対象にした研究からは，「病歴と身体所見

を重視した臨床推論」「自国ではあまり見ない疾

患の診断と治療」「臨床倫理」「医療制度」「医師

患者関係」「労働倫理」「医学教育」「一般的な文

化」「個人的な成長」が抽出されている7）が，渡

航前にこのような学習目標を明確にしておくとよ

い14）．また教育環境に関しても，渡航前に十分な

打ち合わせを行い，自国と滞在国双方の指導医を

明確に決めておくことが望ましい14）．評価法につ

いては，国外での臨床実習において振り返り日記

をつけることが推奨されており14），それを用いた

ポートフォリオ評価が，診療業務における学習者

評価（Work－based　assessment）の観点からも妥

当である15）．

5．おわりに

　グローバル化の潮流の中，大学医学部は医学生

の国際交流の機会をより多く提供していく必要性

に迫られている12）．各大学が海外のより多くの大

学と協定を結び，学生の国際交流を活発化させる

ことが求められる12’　14）．また日本においては，先

進国のみならず発展途上国との国際交流の機会を

より増やすことも課題の一つであろう．さらに，

海外から日本にやってくる医学生への教育の機会

を増やしてそれを充実化させることも，先進国と

しての日本の医学教育の重要な役割ではないだろ

うか．
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